
日　本　展墓　葉　栗斤　聞　　　2017年（平成29年）5月3日（水闘）

山形県真室月間のJA真室川は、もみ米サイレージを配
合した混合飼料で、和牛肥育を本格的に始める。町内塵の
原料を多く使い地域内の飼料自給率を高め、飼料費を抑え
る。管内の農家が、今年度から肥育を本格化させる計画
で、町内産飼料を多給したブランド牛肉の創設を狙う。
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町内産使いコスト削減

租
竿
肥
育
に
も
利
用

繁
殖
牛
舎
－
月
青
年
を
入
れ
　
も
み
米
サ
イ
レ
　
ジ
を
配
合
　
た
鍾
籾
で
月
育
試
験

ー
広
さ
ん
（
山
形
県
真
室
川
町
で
）

い
完
熟
期
に
収
穫
し
た
も
み
米

で
調
製
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を
生

産
・
販
売
す
る
。
サ
イ
レ
ー
ジ

は
、
米
を
ボ
ン
菓
子
の
よ
う
に

膨
軟
化
処
理
を
し
て
水
を
加
え

て
発
酵
さ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
は

繁
殖
牛
や
子
牛
の
育
成
で
利
用

し
て
い
た
。

町
内
産
の
飼
料
を
、
和
牛
肥

育
で
も
利
用
を
拡
大
し
よ
う

と
、
町
か
ら
運
営
を
委
託
さ
れ

て
い
る
公
共
牧
場
で
試
験
を
し

て
き
た
。
取
り
粗
み
を
見
て
、

町
内
の
農
家
が
肥
育
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

咽
頭
規
模
の
農
場

も
み
米
サ
イ
レ
ー
ジ
で
和
牛

肥
育
に
取
り
組
む
の
は
、
母
牛

7
0
頭
の
繁
殖
経
営
を
す
る
遠
田

蔑
一
さ
ん
の
（
飢
）
恵
子
の
晃
広

さ
ん
（
2
8
）
。
「
繁
殖
を
や
っ
て
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
肥
育
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
（
晃
広

さ
ん
）
と
、
和
牛
肥
育
で
別
の

経
営
体
を
作
っ
て
1
2
0
顕
現

槙
の
肥
育
置
場
を
造
る
。

既
に
繁
殖
牛
舎
の
一
部
に
去

勢
牛
と
雌
牛
を
入
れ
、
も
み
米

サ
イ
レ
ー
ジ
入
り
飼
料
を
与

え
、
試
験
的
に
肥
育
す
る
。

配
合
割
合
は
、
I
A
で
検
討

し
て
き
た
。
も
み
米
サ
イ
レ
ー

ジ
は
可
消
化
養
分
総
量
（
T
D

N
）
は
商
い
が
、
粗
タ
ン
パ
ク

（
C
P
）
が
低
い
。
C
P
を
補

う
た
め
、
国
産
の
大
豆
か
す
を

混
ぜ
る
。
肥
育
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
配
合
割
合
は
変
え
る
が
、

全
期
間
を
ま
と
め
る
と
、
雌
牛

肥
育
で
、
も
み
米
サ
イ
レ
ー
ジ

が
重
量
比
で
粥
％
、
ふ
す
ま
2
3

％
、
大
豆
か
す
1
3
％
、
ビ
ー
ル

か
す
8
％
、
ヘ
イ
キ
ュ
ー
ブ
1

％
、
さ
ら
に
ミ
毒
フ
ル
な
ど
が

入
る
と
い
う
。

T
D
N
の
町
内
自
給
率
は
、

5
0
％
以
上
。
慣
行
の
飼
育
に
比

べ
、
5
0
％
以
上
の
コ
ス
ト
削
減

に
な
る
と
J
A
は
試
算
。
町
と

連
携
し
て
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て

育
て
て
い
く
。


